










■2020年のシンガポールの対日投資は倍増
　日本財務省と日本銀行の国際収支統計によると、シンガポールの対日投資は2020年に51億1,900万



■次期首相有力候補が辞退、リー・シェンロン氏が首相を続投へ
　シンガポールでは2020年 7 月、新型コロナ禍の中で議会総選挙が行われ、与党・人民行動党（PAP）

が定数93議席中83議席を獲得し、憲法改正などに必要な 3分の 2以上の多数で勝利を収めた。しか

し、PAPの得票率は61.2％と、2015年の総選挙時の69.9％を下回った。

　リー首相はこれまで2022年に70歳を迎える前に首相を交代する意向を示しており、その後継者とし

てヘン・スイキャット副首相が有力視されていた。しかし、ヘン副首相は2021年 4 月、次期首相候補

の地位を辞退する意向を表明した。リー首相は新型コロナの流行が収束するまで、首相の地位に留ま

るとしている。


